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５．京成本線沿線地域全体の将来像 

（１）京成本線沿線地域全体の将来像 

本市の開発は京成本線沿線から始まり、京成本線の八千代台駅・京成大和田駅・勝田台駅

の各駅を中心として住宅地開発がなされてきました。そのため、京成本線沿線地域は、市内の他

の地域と比較すると高齢化が進み、これに起因して空家等の増加が懸念されます。 

京成本線沿線地域の抱える課題を、「道路」、「まちの利便性」、「まちの持続可能性」、「住環

境」の大きく４つに分け、それらを解決するには、京成本線各駅の特徴を活かした各種取組を行

いながら拠点性を高めることにより、地域と人をつなげ、将来にわたってまちを活性化させていくこ

とが必要です。 

以上のことから、京成本線沿線地域全体の将来像を次のとおり設定し、まちづくりを推進してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜京成本線沿線地域全体の課題への取組＞ 

＜京成本線沿線地域全体の将来像＞ 

「交流・快適・滞留」 地域と人がつながるまちづくり 

【道路】 
円滑に移動ができる 

道路ネットワークの形成 

【まちの利便性】 
安全に移動できる歩行空間の確保 

利便性の高い施設の充実・地域の魅力づくり 

【まちの持続可能性】 
多世代が居住しやすいまちづくり 

公共施設等の最適化と利活用 

【住環境】 
安心・安全な住環境 
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（２）京成本線沿線地域全体の将来像図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

都市拠点 拠点  
 
  

駅周辺のアクセス性の良さを活

かしたコンパクトで利便性の高い

良好な市街地の形成を図ります。 
 

 
 

：集約型都市構造 

    ゾーン  
 
  

道路ネットワークの整備に

より、駅周辺へのアクセスの

向上を図ります。 
 

 
 

：道路ネットワーク 

   道路ネットワーク 軸 

交通結節点としての機能を強化するとともに、

都市機能を配置し、その周辺に居住機能の立地を

図ります。また、都市拠点（広域）として、隣接

自治体を含む広域からの利用者に配慮した土地 

利用を図ります。 

          ：都市拠点（広域） 

 交通結節点としての機能を 

強化するとともに、都市機能を

配置し、その周辺に居住機能の

立地を図ります。 

 

      ：都市拠点 

集約型都市構造の形成 



58 




